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この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は１部あたり約31.7円です。

 ふれあい
　サイドストーリー

♥26歳、岩城二古　　♥性格　地道に努力するタイプ
♥好きな言葉　「ありがとう」。感謝の言葉ですので、大事にしています。 
♥市内で好きな場所　道の駅岩城そばの島式漁港公園から見る海。近くです
　ので、毎年「日本海洋上花火大会」に行き、大きな花火を楽しんでいます。
♥お世話になっている方へ　職場の先生方や家族、関わってくださっている全
　ての皆さんに支えていただき、感謝しています。いつもありがとうございます。

　美菜子さんは、（福）由利本荘保育会岩谷保育園に勤務
して７年目になります。「以前から小さい子と遊ぶことが
好きで、保育士を目指しました。今、持ち上がりで年長
児組の担任をしています。一緒に楽しく取り組み、思い
出に残る１年にしたいと思います」。笑顔で子どもと接す
ることを心がけ、「厳しく指導したあとも、しっかりフォ
ローすることで笑顔になれます」と話します。
　休日には県内外の温泉や滝巡りをしたり、バドミントン
したりしてリフレッシュする美菜子さん。得意とする折り
紙は家でも作るほどで、仕事の面でも
役立っていると言います。
　「一人一人の子どもの成長を一番近く
で感じられ、とても充実しています。それ
がこの仕事の魅力です」と話し、澄ん
だ瞳を輝かせました。

田口美菜子さん
　　  TAGUCHI   Minako    

折り紙で作った「靴（ハイヒール）」
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「
笑
顔
で
接
す
る
」を
心
が
け
、成
長
実
感
し
な
が
ら

「大人になって都会に
　行っても、キノコを
　見たら山遊庭の森を
　思い出してね」と呼び
　かける阿部さん

　東由利法内の阿部重助さん
（79歳）が所有する約4.8㌶の山林
「山遊庭の森」では、15年ほど前
から毎年、キノコの駒打ちや収穫
などが体験できる「ふれあい交流
会」が開かれています。阿部さんは、
自然や森の楽しさを知って親しみ
や関心を持ってもらおうと、春と秋
の年２回、こうした会の機会に森
を開放しています。
　５月１日に行われた交流会に
は、地元の保育園児や小学生、
保護者やグループホームの利用
者、林業関係者、婦人会、ボラ

ンティアの人たちなど、多方面か
ら多くの人が参加しました。周辺
には、ほだ木にトンカチで駒を打
ち込む小気味よい音と子どもたち
のにぎやかな声が響き、周りの大
人も笑顔で子どもたちをサポート
しました。
　阿部さんは「何よりうれしいのは、
こうして地域のいろんな人がここに
集まって、みんなで一緒に活動で
きること。地元の活性化につながっ
ていけばいいなと思っています」と、
参加者が行き交う様子に目を細め
ました。

森林の体験で、地域の交流を

「トントントン」
　駒打ちに夢中！

「やったー！大きい
　シイタケとれたよ～！」

地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉑

Monthly Happy Communications
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業
務
の
功
績
を
た
た
え　

 

監
査
委
員
の
渡
部
さ
ん
表
彰

　

渡
部
功
監
査
委
員
が
４
月
20

日
、
能
代
市
で
開
催
さ
れ
た
第

66
回
秋
田
県
都
市
監
査
委
員
会

定
期
総
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
渡
部
委
員
が

平
成
25
年
11
月
か
ら
議
会
選
任

監
査
委
員
と
し
て
監
査
業
務
に

精
励
さ
れ
、
都
市
監
査
委
員
制

度
の
発
展
と
市
の
財
務
事
務
や

事
業
の
執
行
管
理
の
適
正
化
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

渡
部
委
員
は
「
こ
れ
か
ら
も

効
果
的
で
実
効
性
の
高
い
監
査

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

東
由
利
球
場
の
改
修
記
念
大

会
「
黄
桜
杯
」
が
４
月
29
日
に

開
催
さ
れ
、
４
つ
の
ス
ポ
少
チ

ー
ム
の
選
手
た
ち
が
元
気
な
プ

レ
ー
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　

球
場
に
は
元
プ
ロ
野
球
選
手

の
石
井
浩
郎
さ
ん
も
駆
け
付
け
、

始
球
式
で
バ
ッ
タ
ー
を
務
め
た

り
、
子
ど
も
た
ち
と
間
近
で
触

れ
合
っ
た
り
し
て
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
石
井
さ
ん
と
握

手
を
し
た
東
由
利
野
球
ス
ポ
少

主
将
の
小
野
一
葉
君
（
６
年
）

は
「
力
が
結
構
強
く
て
体
つ
き

も
良
く
て
、
さ
す
が
元
プ
ロ
だ

と
思
っ
た
。
今
日
は
流
れ
を
自

分
た
ち
に
引
き
寄
せ
て
し
っ
か

り
勝
ち
た
い
」
と
刺
激
を
受
け

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

東
由
利
球
場
の
改
修
工
事
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を

受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

排
水
設
備
の
新
設
や
芝
の
改
修
、

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
電
光
掲
示
板

化
な
ど
、
２
年
か
け
て
よ
り
利

便
性
の
高
い
球
場
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

東
由
利
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

改
修
記
念
大
会
「
黄
桜
杯
」
開
く

　

「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
由
利

本
荘
」
が
４
月
29
日
・
30
日
の

２
日
間
、
旧
鮎
川
小
学
校
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
東
京
お

も
ち
ゃ
美
術
館
」
が
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
た
も
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
小
学
生
ま
で
年
代
ご
と
に

楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
と
親
し
む

こ
と
で
木
育
体
験
を
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。
国
産
積
み
木
や

木
の
た
ま
ご
プ
ー
ル
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
木
の
お
も
ち
ゃ
が
用
意

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や

か
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
森
の
工
作
コ
ー

ナ
ー
や
人
形
劇
、
出
店
な
ど
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
来
場
者

に
は
手
作
り
の
木
の
お
も
ち
ゃ

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

息
子
の
太
郎
君
（
５
歳
）
、
陽

太
君
（
１
歳
）
と
一
緒
に
訪
れ

た
佐
々
木
仁
美
さ
ん
（
38
歳
・

前
郷
）
は
「
屋
内
で
遊
べ
る
施

設
が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
で
、

美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
ま

た
来
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

親
子
で
木
育
体
験　

「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
由
利
本
荘
」

  

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来　

 

鳥
海
山
矢
島
口
で
山
開
き

　

市
の
観
光
シ
ン
ボ
ル
・
鳥
海

山
（
標
高
２
２
３
６
㍍
）
の
矢

島
口
山
開
き
が
４
月
28
日
、
５

合
目
の
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
関
係
者
約

60
人
が
出
席
。
同
ヒ
ュ
ッ
テ
内

で
の
神
事
の
後
、
青
空
が
広
が

る
屋
外
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
と
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
風
が
強
か
っ
た
も

の
の
、
鳥
海
山
の
山
頂
が
見
え

る
好
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
登
山
客
が
、

早
速
ス
キ
ー
を
手
に
入
山
し
て

い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

2広報ゆりほんじょう 平成29年５月15日号

瑞
宝
単
光
章　
　
　

消
防
功
労

　佐藤さんは昭和28年に旧川内村消
防団員となられ、旧鳥海村（町）消防
団副分団長や本部分団長を歴任。昭
和62年10月まで34年余りにわたり、
初期消火活動の指揮などとともに、
地域防災活動や団員の育成指導に尽
力されました。

　このほど、「春の叙勲」「危険業務従事者叙勲」が
発表され、本市では４人の方々が受章しました。

叙勲
叙
勲

佐 藤 文一郎 さん
（83歳・鳥海町下川内）

瑞
宝
双
光
章　
　
　

消
防
功
労

　小番さんは昭和45年に旧矢島町
ほか２町村消防一部事務組合消防士
として消防業務に従事。新市発足後
の消防本部予防課長や警防課長、消
防次長兼矢島消防署長などを歴任さ
れ、平成23年まで41年余りにわたり、
消防組織の発展向上や防火意識の啓
発に尽力されました。

小 番   　實 さん
（66歳・矢島町荒沢）

「地域の皆さんのご協力のたまものです。かつ
ての団、本部分団の多くの方々のお世話になり、
深く感謝申し上げます」と話す佐藤さん

「このたびの受章はうれしく、光栄に感じており
ます。私に対するご助言、支えてくださいました
皆さまに感謝を申し上げます」と話す小番さん

「地域の皆さんのご支援と家族の支えがあって、
このたびの受章があるものと深く感謝していま
す」と話す佐藤さん

「当たり前のことをしてきただけと思っていま
すが、41年間無事に務めることができて良
かったです。妻や家族をはじめ、周りの人たち
の支えに感謝しています」と話す鈴木さん

瑞
宝
双
光
章　
　
　

警
察
功
労

　鈴木さんは昭和39年に秋田県警察
の警察官に採用され、平成17年まで
41年間にわたり、大曲署や本荘署、
横手署などに勤務されました。この
間、犯罪の防止や地域の安全安心の
ために、さまざまな分野で尽力され
ました。

鈴 木  敏 朗 さん
（71歳・水林）

瑞
宝
双
光
章　
　
　

警
察
功
労

　佐藤さんは昭和40年に秋田県警察
の警察官に採用され、秋田県で初の
高速警察隊や各警察署の地域課と交
通課に勤務。平成19年まで42年間
にわたり、交通事故防止や犯罪の抑
止、地域住民の安全安心のために尽
力されました。

佐 藤  健 悦 さん
（70歳・大鍬町）

長年にわたる功績をたたえて―

国が公共事業や自治行政、消防などの
分野で社会に貢献された方々を顕彰し、
勲章を贈る栄典。

第28回 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

栄えある受章、誠におめでとうございます
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起
業
・
創
業
と

頑
張
る
商
店
を
支
援
し
ま
す

◇
市
空
き
店
舗
活
用
等

　
　
　
　

創
業
支
援
事
業
補
助
金

　

市
内
で
起
業
・
創
業
を
目
指
す

個
人
・
法
人
に
対
し
て
、
初
期
投

資
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
個
人
・

法
人
で
市
長
が
認
め
た
も
の

①
市
内
に
住
所
を
有
し
て
創
業
す

る
個
人
ま
た
は
法
人
で
あ
る
こ
と

②
事
業
計
画
が
明
確
で
優
秀
な
創

業
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
市
内
に
店
舗
・
事
務
所
な
ど
を

開
業
す
る
こ
と

④
店
舗
・
事
務
所
な
ど
が
商
店
街

ま
た
は
市
商
工
会
な
ど
に
所
属
し
、

商
業
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費

①
事
業
拠
点
費…

創
業
に
伴
い
、

事
業
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
や
店

舗
の
賃
貸
に
要
す
る
経
費

②
設
備
費…

創
業
に
伴
い
、
店
舗

の
改
造
、
改
装
に
要
す
る
経
費
お

よ
び
建
物
と
一
体
と
な
っ
て
機
能

す
る
設
備
費

③
機
械
器
具
費…

創
業
に
伴
い
必

要
と
な
る
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン

タ
ー
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
コ
ピ
ー

機
、
エ
ア
コ
ン
、
業
務
用
冷
蔵
庫
、

厨
房
機
器
、
作
業
機
械
な
ど
の
機

器
、
備
品
類
な
ど
（
中
古
品
は
対

象
外
、
備
品
は
単
価
10
万
円
以
上

の
も
の
と
す
る
）
の
購
入
経
費

④
広
告
宣
伝
費…

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
、
新
聞
等
広
告
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
に
要
す

る
経
費

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
、
限
度
額
50
万
円

◇
市
商
業
店
舗

　
　
　
　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

商
業
振
興
お
よ
び
活
性
化
、
商

店
の
持
続
化
を
図
る
た
め
、
市
内

の
商
業
者
が
店
舗
の
増
改
築
工
事

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
市
内
の
業

者
を
利
用
し
て
行
っ
た
事
業
者
な

ど
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

個
人
、
ま
た
は
工
事
完
了
後
の
営

業
開
始
時
に
住
民
登
録
を
行
う
個

人
、
ま
た
は
市
内
に
本
拠
を
お
く

中
小
企
業
の
う
ち
法
人
格
を
有
す

る
も
の

②
申
請
者
が
市
税
な
ど
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
店
舗

①
現
に
小
売
業
、
飲
食
業
、
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
店
舗
（
酒

類
の
提
供
を
主
目
的
と
す
る
営
業

お
よ
び
風
俗
営
業
な
ど
の
規
制
お

よ
び
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
風

俗
営
業
を
除
く
）

②
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
は
営
業
の

用
に
供
す
る
部
分
の
み
対
象
と
す

る
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成

事
業
と
の
併
用
可
）

③
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
後
た
だ
ち
に

営
業
を
開
始
で
き
る
店
舗

補
助
対
象
と
な
る
工
事
の
例

　

次
の
工
事
の
合
計
額
が
30
万
円

以
上
で
、
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

に
事
業
完
了
し
、
補
助
金
の
請
求

が
で
き
る
こ
と
。
着
手
済
み
の
工

事
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

①
店
舗
の
内
外
装
工
事

②
店
舗
駐
車
場
の
造
成
、
看
板
設

置
工
事

③
店
舗
内
の
什
器
購
入
お
よ
び
設

置
な
ど

施
行
す
る
業
者
条
件

①
市
内
に
本
拠
を
有
す
る
法
人
で

本
市
の
法
人
市
民
税
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
も
の

②
市
内
で
事
業
を
営
む
個
人
で
本

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
も
の

補
助
金
の
額　

対
象
と
な
る
工
事

に
要
す
る
経
費
の
10
％
に
相
当
す

る
額
、
限
度
額
10
万
円

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
鳥
海

山
矢
島
口
に
つ
な
が
る
「
市
道
祓

川
線
」
が
、
次
の
期
間
、
片
側
交

互
通
行
ま
た
は
全
面
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
。

　

当
区
間
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

迂
回
通
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

規
制
期
間

【
片
側
交
互
通
行
】

５
月
８
日
㈪
〜
６
月
18
日
㈰

８
時
〜
17
時
ま
で

※

中
・
大
型
車
は
通
行
不
可

【
全
面
通
行
止
め
】

６
月
19
日
㈪
〜
７
月
21
日
㈮ 

終
日

※

桑
ノ
木
台
湿
原
へ
の
通
行
に
は

支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

市政情報

市
道
祓
川
線

工
事
の
た
め
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

矢
島
総
合
支
所
建
設
課

☎
55―

４
９
５
５

問い合わせ先
生涯学習推進本部事務局
（生涯学習課内）
☎32―１３３２

問
い
合
わ
せ
先

商
工
振
興
課

☎
24―

６
３
７
２

広報ゆりほんじょう 平成29年５月15日号

皆
さ
ん
の
近
く
に
伺
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座

平成29年度  まちづくり宅配講座メニュー

【講座時間】午前９時から午後８時
　までの１時間30分以内。
　（日時は調整させていただく場合が
　あります）
【会場】　市内公民館など、どちらで
　も構いませんが、会場の手配、準備、
　会場使用料などのご負担は申込者
　（主催者）側でお願いします。
【対象者】　原則として町内会など10
　人以上の団体・グループ。営利目的、
　収益的事業などは対象外です。

①希望の講座、日程など詳細を講座
　の担当課と事前にご相談のうえ決
　定してください。
　　その後、「講師派遣申込書」を記
　入の上、実施日の３週間前までに、
　担当課に直接お申し込みください。

②各担当課作成の「講師派遣承諾書」
　を生涯学習課経由で申込者に送付
　します。

③申し込みいただいた実施日に担当
　職員が講座を行います。

④講座終了後、「実施報告書」を生　
涯学習課へ提出してください。
※申込書は、本庁および各総合支所、
各社会教育施設に備え付けています。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

26

27

由利本荘市総合計画「新創造ビジョン」について
お知らせします 市の家計簿
情報公開制度について
行政改革について
税金の話
男女共同参画について
公共交通機関利用のススメ
エコ生活のススメ
高齢者と子どものための交通安全
悪質商法に巻き込まれないために
防災対策について
公共下水道事業 について
救命講習
住宅防火
消火体験

知って安心　国民年金
国民健康保険制度のしくみ
高齢者医療制度のしくみ
子育て支援制度について
高齢者福祉について
介護保険制度 のしくみ
認知症サポーター養成講座
食生活と健康づくり

農業について
畜産について
商工業について
鳥海山・飛鳥ジオパークについて
子どもの生活について語ろう
由利本荘市の文化財
図書館の上手な利用の仕方について
本の修理について
図書館ツアー
図書館活用について
生涯学習教室等のご紹介
ケーブルテレビの魅力について

30
30
30
30
60
30
30
60

30 ～ 60
30 ～ 60
30 ～ 60
20

60～ 180
60
30

40

30

30
30
30
30
45
45

60 ～ 90
40

40

40
40
45
30
45

60～ 90
45
45
45
45

30～ 60
30

総合政策課
財政課
総務課

行政改革推進課
税務課
総合政策課
地域振興課
生活環境課
生活環境課
市民課
危機管理課
上下水道課
消防本部救急課
消防本部予防課
消防本部予防課

ガス水道局
ガス課
営業課

ガス水道局
水道課

市民課
市民課
市民課

子育て支援課
長寿支援課
長寿支援課
地域包括支援センター
健康管理課

24-6226
24-6220
24-6212
24-6383
24-6301
24-6226
24-6378
24-6253
24-6253
24-6251
24-6238
24-6344
22-4290
22-4287
22-4287

22-0402
22-3504

22-2326

24-6246
24-6245
24-6244
24-6319
24-6322
24-6323
24-6345
22-1834

24-6353
24-6354
24-6372
24-6226
32-1310
32-1337
22-4900
22-4900
22-4900
22-4900
32-1332
65-3722

（本荘地域）
22-1834

（矢島地域）
55-4959

（岩城地域）
73-3612

（由利地域）
53-2113

（大内地域）
65-2810

（東由利地域）
69-2117

（西目地域）
33-4620

（鳥海地域）
57-3503

健康管理課
各総合支所
市民福祉課
／保健センター

農業振興課
農業振興課
商工振興課
総合政策課
学校教育課
文化課
中央図書館
中央図書館
中央図書館
中央図書館
生涯学習課
CATVセンター

わたしたちの「くらしと水」
水はどうやってできるの？

私たちの都市ガス

健康づくりについて

楽しく子育てを

市　
　

政

生　

活　

と　

安　

全

福　

祉　

と　

健　

康

産　

業

その他

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

分類 講　　　　座　　　　名 時間（分） 担  当  課 電話番号番号

申し込み手順

　
「
由
利
本
荘
市
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
事
業
」
は
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
市
の
事
業
・
行
事
な
ど
に

つ
い
て
担
当
職
員
が
会
場
へ
直
接
出
向
き
、
事
業
説
明
や
学

習
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
事
業
で
す
。

　

本
市
が
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
躍
動
と
創
造
の

都
市
（
ま
ち
）」
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一

緒
に
進
め
て
い
く
機
会
の
一
つ
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

祓川ヒュッテ
法体の滝

祓川堰口
線

至 にかほ市

至 鳥海町直根

鳥海山矢島口への
迂回路

崩落事故現場
（全面通行止め）

工事箇所

鳥海山
矢島口

鳥海グリーンライン

至 南由利原

花立クリーンハイツ

マックスバリュ矢島店

駒の王子

桑の木台湿原

善神沼

堰口
祓
川
線

交
通
規
制
区
間奥山放牧場

鳥
海
線

フォレスタ鳥海

森の休憩所

矢島スキー場

花立

県道

秋田
70

県道

秋田
58

県道

秋田
58

県道

秋田
58

県道

秋田
32

県道

秋田
32

10808108

・原則無料ですが、資料代をいただくことがあります。
・当講座は市民の学習の一環として行うものです。市政に対する要望などについて
　は、市政（地域）懇談会など別の機会にお願いします。
※講座メニュー表にない講座もご相談ください

N
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市政情報

「
県
種
苗
交
換
会
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

　

こ
と
し
本
市
で
開
催
さ
れ
る

「
県
種
苗
交
換
会
」
を
市
内
外
に

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　

５
月
15
日
㈪
〜
６
月

９
日
㈮　

※

必
着

応
募
規
定

①
一
人
１
点
の
応
募

②
自
作
で
未
発
表
の
も
の

③
15
文
字
以
内
で
、
種
苗
交
換
会

に
ふ
さ
わ
し
く
、
由
利
本
荘
市
の

特
色
が
よ
く
表
れ
て
い
る
も
の

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
作
品
の
解
説
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支
所
、

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
本
店
、
各
支

店
に
あ
り
ま
す
。

審
査
お
よ
び
発
表　

６
月
下
旬
、

採
用
作
品
１
点
を
決
定
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

表
彰　

採
用
作
品
１
点
に
、
賞
状

と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

市政情報

第
１
４
０
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
の

由
利
本
荘
市
協
賛
会
を
設
立

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
６
日
に
か

け
て
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
１

４
０
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
の

運
営
組
織
と
な
る
市
協
賛
会
の
設

立
総
会
が
４
月
19
日
、
西
目
公
民

館
シ
ー
ガ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、
長
谷
部

市
長
が
「
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
成
功
さ
せ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
各
会
場
で
の
行
事
・

催
事
に
関
す
る
事
業
計
画
や
収
支

予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
会
場
と
催
事
・
行
事
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
主
会
場　

市
総
合
体
育
館

・
農
産
物
出
品
展
示
、
産
米
改
良

展
、
農
業
関
連
参
考
展
示
な
ど

○
協
賛
第
１
会
場　

あ
き
た
総
合

家
畜
市
場

・
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
、
物
産
即

売
展
な
ど

○
協
賛
第
２
会
場　

文
化
交
流
館

「
カ
ダ
ー
レ
」

・
開
会
式
や
閉
会
式
な
ど
の
式
典
、

秋
田
県
農
業
委
員
大
会
な
ど
の
各

種
団
体
行
事

○
協
賛
第
３
会
場　

西
目
公
民
館

「
シ
ー
ガ
ル
」

・
秋
田
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
な
ど

の
各
種
団
体
行
事

市政情報

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日

程
で
秋
田
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０

１
７
』
大
会
。
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
』
と
は
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」

の
愛
称
で
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
健
康
と
福
祉
の
祭

典
で
す
。
本
市
で
も
「
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
」
と
「
剣
道
」の
２
種
目
の
交

流
大
会
が
実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら

選
手
・
役
員
な
ど
１
６
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
訪
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、

お
も
て
な
し
の
心
で
温
か
く
歓
迎

し
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
を

は
じ
め
市
の
Ｐ
Ｒ
に
お
手
伝
い
し

て
く
だ
さ
る
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

原
則
と
し
て
９
月
10

日
㈰
か
ら
12
日
㈫

活
動
場
所

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
、
由
利
運
動
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
矢
島

多
目
的
運
動
広
場
・
矢
島
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
、
市
鶴
舞
球
場

○
剣
道　

市
総
合
体
育
館

活
動
内
容　

各
会
場
の
受
付
・
休

憩
所
・
環
境
美
化
に
関
す
る
業
務

な
ど

募
集
人
員　

各
会
場
１
日
当
た
り

20
人
程
度

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
平
成
14
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

（
中
学
生
は
除
き
ま
す
）

※

申
込
時
に
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

６
月
30
日
㈮

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

①
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
活
動
場
所
ま
で
の
往
復
に
要
す

る
交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の
被
服
や
昼

食
は
、
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。

④
活
動
期
間
中
は
、
主
催
者
側
の

負
担
に
よ
り
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
な
ど

　

応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１

７
由
利
本
荘
市
交
流
大
会
」
に
係

る
事
業
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
採
否
に
関
係
な
く

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
市
集
会
施
設
建
設
費
等
補
助
金

　

町
内
会
な
ど
が
所
有
す
る
集
会

施
設
の
改
修
や
修
繕
に
は
、
市
の

補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。

要
望
書
に
見
積
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
え
て
、
９
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
地
域
振
興
課
、
ま
た
は
各
総

合
支
所
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
募
集
か
ら
、
改

修
・
修
繕
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

対
象
事
業
費
の
下
限
を
変
更
し
て

い
ま
す
。

市政情報

平
成
30
年
度
に
実
施
予
定
の

集
会
施
設
の
改
修
な
ど
を
補
助
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
１

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
市
空
き
家
情
報
登

録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
の
売
却

や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
に
登
録
し
た
物
件
を
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
利
用
希
望

者
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

登
録
対
象
物
件　

所
有
者
が
売
却
、

賃
貸
を
希
望
す
る
空
き
家
物
件

（
た
だ
し
、
営
業
を
目
的
と
す
る

も
の
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
あ

り
生
活
の
場
と
し
て
機
能
し
な
い

も
の
は
除
く
）

登
録
方
法　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
地
域
振
興
課
、

各
総
合
支
所
振
興
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
市
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
の
所
有
者
で
な
い
方
が

申
請
す
る
場
合
は
「
委
任
状
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

契
約
の
交
渉　

空
き
家
の
現
地
調

査
か
ら
契
約
交
渉
、
契
約
成
立
ま

で
は
、
市
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
を
取
り
扱
う
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
仲
介
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
物

件
登
録
に
当
た
っ
て
は
、
空
き
家

所
有
者
の
皆
さ
ん
に
「
市
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
物
件
取
り
扱
い
企
業

一
覧
」
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
）
よ
り
宅
地
建
物
取
引
業
者
を

ご
指
名
い
た
だ
き
ま
す
。

市政情報

「
空
き
家
バ
ン
ク
」

登
録
物
件
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
０

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

由
利
本
荘
市
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
65―

３
８
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65―

２
９
０
２

Ｅ
メ
ー
ル
：choju@

city.yurihonjo.lg.jp
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

種
苗
交
換
会
事
務
局

☎
65―

２
８
０
５　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65―

２
８
０
７

Ｅ
メ
ー
ル
：shubyo@

city.yurihonjo.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://shubyo.w

ixsite.com
/140shubyo
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●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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●　
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●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　

広報ゆりほんじょう 平成29年５月15日号

「空き家バンク」フロー図

由利本荘市
②　市HPで公開

仲介業者
市内不動産協力業者

⑥交渉および契約 ⑥交渉および契約

⑤交渉申し込み連絡

⑤交渉申し込み連絡

⑦交渉結果の報告

③問い合わせ・
　　　利用希望者登録

①登録申込書の提出
（仲介業者を決める）

④交渉申し込み

空
き
家
の
購
入
・
賃
借
希
望
者

空
き
家
の
所
有
者

（
売
り
た
い
方
・
貸
し
た
い
方
）

集会施設に対する補助内容

補助金の対象となる事業費

※新築・改装、取得、下水道接続には、対象事業費の制限はありません。

補助項目

新築・改装

改修・修繕

取得

下水道接続
（供用開始から３年以内）

２／１０以内

２／１０以内

２／１０以内

１／２以内

２００万円

１００万円

１００万円

５０万円

補 助 率 限 度 額

項　目

改
修
・
修
繕

１０世帯以下

２０世帯以下

３０世帯以下

４０世帯以下

４１世帯以上

１０万円以上

２０万円以上

３０万円以上

４０万円以上

５０万円以上

町内会の世帯区分 変更後

５０万円以上

〃

〃

〃

〃

変更前

事業計画などを決めた協賛会設立総会
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（市で借りているお金）

人口  79,138人、世帯  30,504世帯  
（本年３月31日現在  住民基本台帳から）

普　

 

通　

 

税

目
的
税

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
鉱 産 税
入 湯 税
都市計画税
計

30億7,562万6千円
36億9,978万4千円
2億2,734万6千円
5億8,091万3千円
2,691万9千円
678万3千円

1億 210万0千円
77億1,947万1千円

38,864円
46,751円
2,873円
7,340円
340円
86円

1,290円
97,544円

100,827円
121,289円
7,453円
19,044円
882円
222円
3,347円

253,064円

借入先

目的別

災害復旧債

＊平成28年度の市債は、大部分が
　出納整理期間の借り入れとなります。

臨時財政対策債

その他

普通債
443億
8,484万7千円

9億6,312万3千円

197億5,387万3千円

6億 783万5千円

98億 766万3千円
7億6,483万1千円
3億4,779万0千円

967万8千円
4億8,068万9千円
7,112万9千円

3億5,098万4千円
25億3,220万7千円
22億 548万1千円
18億1,266万3千円
1億5,798万3千円

185億4,109万8千円
208万5千円

90.4
99.9
49.9
93.5
58.8
99.4
70.9
26.0
15.8
100.1
19.1
70.9
101.6

89.5
99.2
90.8
80.7
90.7
99.7
75.8
77.2
99.0
98.3
97.3
89.5
38.5

国民健康保険
後期高齢者医療
診療所運営
休日応急診療所
情報センター
奨 学 資 金
介護サービス
下 水 道
集 落 排 水
簡 易 水 道
ス キ ー 場

計
財 産 区

99億 634万7千円
7億6,996万0千円
1億9,135万8千円
1,121万5千円

3億1,162万3千円
7,086万2千円

3億2,812万5千円
8億5,424万4千円
3億5,253万8千円
18億4,532万5千円

3,101万7千円
146億7,261万4千円

551万0千円

109億6,041万3千円
7億7,063万0千円
3億8,315万1千円
1,199万9千円

5億2,982万6千円
7,131万1千円

4億6,292万6千円
32億8,175万4千円
22億2,724万2千円
18億4,421万4千円
1億6,240万5千円

207億 587万1千円
542万3千円

会　計　別 予算現額 収入済み額 支出済み額収入率（％） 執行率（％）

科　　目 収入済み額 １人あたり １世帯あたり

◇由利本荘市誕生からの財政指標など

計 657億  967万8千円

歳　　　入 歳　　　出

財務省から

銀行などから

地方公共団体
金融機構などから

その他から（秋田県など）
20億6,920万円

224億5,817万4千円

126億 913万1千円

258億9,339万7千円

郵貯・簡保から
26億7,977万6千円

実質単年度収支が８年連続黒字、
実質公債費比率減少など－ 市財政は年々健全化市財政は年々健全化市財政は年々健全化

平成 年度17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

10

15

20
（％）

1,000

0

2,000
（百万円）

実質公債費比率の推移

実質単年度収支の推移

実質単年度収支 … 歳入・歳出の差額に基本積立や繰上償還を考慮したもの
実質公債費比率 … 標準的な収入に対する借金の割合

市　　債 … 市の財源を調達するための借入金
積立基金 … 積み立てた基金（預金）の総額

15.915.9
18.318.3

19.619.6 20.920.9 20.320.3 18.818.8 17.317.3
15.815.8 14.314.3

12.812.8
15.9

18.3
19.6 20.9 20.3 18.8 17.3

15.8 14.3
12.8

11.511.511.5

△1,033△1,033△1,061△1,061
△703△703 499499

1,1031,103 1,4451,445 1,1681,168 1,7101,710 1,8281,828 2,0402,040

△1,033△1,061
△703 499

1,103 1,445 1,168 1,710
1,828 2,040

632632632

40
60
80
100
120

650
700
750
800

（億円）

（億円）

積立基金残高の推移

市債残高の推移

42 47 42 48
63 70 76

87
103 100

741 764 781 770 764
738 739 715

693 705 701

118

平成 年度17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

市税の状況 一般会計市債の状況

特別会計予算の執行状況

8広報ゆりほんじょう 平成29年５月15日号

平平成28年度年度平成28年度
市の予算執行状況市の予算執行状況市の予算執行状況

本年３月31日現在

予　算　現　額 収 入 済 み 額 収入率（％）項　　目

歳　入　合　計

地方交付税

市 税

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

使用料・手数料

財 産 収 入

そ の 他

100.0
98.4
25.9
87.3
62.8
41.5
73.4
89.4
93.7
98.9
84.7

201億1,477万2千円
77億1,947万1千円
16億6,720万0千円
52億9,648万9千円
25億6,877万2千円
3億6,402万8千円
5億8,877万9千円
4億5,835万3千円
2億2,950万9千円
54億5,110万8千円
444億5,848万1千円

201億1,477万2千円
78億4,457万9千円
64億3,780万0千円
60億6,558万8千円
40億9,019万4千円
8億7,629万5千円
8億 226万1千円
5億1,294万2千円
2億4,486万1千円
55億1,133万1千円
525億 62万3千円

歳　入

予　算　現　額 支 出 済 み 額 執行率（％）項　　目

歳　出　合　計

民 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

93.1
71.2
58.1
99.7
63.6
89.5
88.9
93.3
79.3
16.6
77.4

127億4,035万7千円
53億 302万4千円
42億5,789万3千円
62億4,071万4千円
27億 257万7千円
36億 905万6千円
22億8,117万8千円
17億5,631万5千円
11億3,618万7千円
6億 31万5千円

406億2,761万6千円

136億8,925万4千円
74億4,410万5千円
73億2,506万6千円
62億6,070万0千円
42億5,245万0千円
40億3,060万9千円
25億6,689万5千円
18億8,220万3千円
14億3,353万0千円
36億1,581万1千円
525億 62万3千円

歳　出

お知らせします!

　市では年２回、市の財政状況を公表しています。本年３月31日
現在の執行状況は、平成28年度一般会計予算における歳入の収入
率が84.7％で、歳出の執行率が77.4％となっています。
　なお、各予算の出納整理期間は５月末日までとなっており、この
期間の収支を加えて最終決算となります。
　　　　　　　　　　◇問い合わせ先　財政課　☎24－６２２０

歳出執行額406億円、執行率は77.4％

未 収 入 額 80億4,214万2千円

未 支 出 額 118億7,300万7千円

一般会計の執行状況

市長室

　市長の長谷部です。このたびの市長選挙に
より、３期目を担わせていただくことになり
ました。市民の皆さまの期待を胸に、常にス
ピード感と緊張感をもって由利本荘市の発展
のため、全力で取り組んでまいりますので、
引き続きよろしくお願いいたします。
　このコーナーでは、４月の私の行動の一部
をお知らせします。この情報は市ホームペー
ジでもご覧いただけます。

か　ら

　

県
内
13
市
で
構
成
す
る
秋
田
県

市
長
会
（
会
長
：
穂
積
秋
田
市
長
）

の
一
員
と
し
て
、
横
手
市
で
開
催

さ
れ
た
第
１
６
８
回
定
例
会
に
出

席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

会
に
は
全
13
市
長
が
出
席
し
、

地
方
に
お
け
る
道
路
整
備
予
算
の

確
保
や
、
乗
り
合
い
バ
ス
車
両
の

購
入
に
対
す
る
補
助
の
支
援
拡
充

に
つ
い
て
な
ど
、
国
に
対
す
る
要

望
・
提
案
事
項
と
し
て
、
継
続
事

項
38
件
、
新
規
事
項
２
件
の
計
40

件
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
後
、
県
企
画
振
興
部
か

４月20日（木）
第168回秋田県市長会定例会（横手市：横手セントラルホテル）

ら
、
県
の
機
構
改
革
に

よ
っ
て
新
た
に
編
成
さ
れ
た

「
あ
き
た
未
来
創
造
部
」
に
つ
い
て

情
報
提
供
が
あ
り
、
各
地
域
振
興
局

が
「
地
域
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
市
へ
の
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、県

と
市
が
協
力
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

   

次
回
は
、
９
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
市
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
や
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
元
気
な
姿
を
県
内
市
長
の
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。




